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は
じ
め
に

仏
教
は
大
乗
仏
教
と
上
座
部
仏
教
に
大

別
で
き
る
。
日
本
や
中
国
等
で
信
仰
さ
れ

て
い
る
の
は
大
乗
仏
教
で
あ
り
、
主
に
東

南
ア
ジ
ア
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
が
上
座

部
仏
教
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
調
査
報
告

を
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
上
座
部
仏
教
の
国

と
さ
れ
て
い
て
、
私
は
日
本
と
異
な
る
仏

教
信
仰
の
様
子
や
、
荘
厳
華
麗
な
仏
塔
や

寺
院
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
他
方
、
大

乗
仏
教
の
思
想
に
淵
源
が
あ
る
よ
う
な
も

の
も
目
撃
し
た
。
さ
ら
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
は
仏
教
信
仰
以
外
に
精
霊
や
神
へ
の
信

仰
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

今
回
、
バ
ガ
ン
、
バ
ゴ
ー
、
ヤ
ン
ゴ
ン

を
訪
れ
た
が
、
バ
ガ
ン
は
二
〇
一
六
年
の

夏
に
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
街
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
八
月
二
四
日
夕
方
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・八
の
大
地
震
が
あ
っ
た
。

震
源
地
は
バ
ガ
ン
に
近
く
、
二
〇
〇
ヶ
所

近
く
の
仏
塔
が
一
部
崩
壊
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
。
私
が
バ
ガ
ン
を
訪
れ
た
の
は
こ

の
地
震
か
ら
十
六
日
後
の
二
〇
一
六
年
九

月
九
日
で
あ
っ
た
。

本
調
査
報
告
で
は
、
バ
ガ
ン
の
仏
塔
や

寺
院
で
見
る
こ
と
の
で
き
た
信
仰
の
様
子

と
、
日
本
の
信
仰
と
の
共
通
点
と
相
違

点
、
地
震
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
。
な
お
、
国
名
に
つ
い
て
は
、
国
連

や
日
本
国
外
務
省
が
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」
を

用
い
て
い
る
の
で
、
本
報
告
で
も
「
ビ
ル

マ
」
で
は
な
く
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」
を
用
い

た
い
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
地
名

は
現
時
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
地
名
を
用

い
、「
仏
塔
」
は
「
パ
ゴ
ダ
（Pagoda

）」

で
は
な
く
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
「
パ
ヤ
ー

（Phaya
）」
を
用
い
る
。

１
．
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
の
特
徴

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
九
〇
％
が
仏
教
徒
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
現
地
に
赴
く
と
、
確
か
に

仏
教
徒
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

仏
教
信
仰
の
ほ
か
に
「
ナ
ッ
」
や
「
ボ
ー

ボ
ー
ジ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
精
霊
等
の
神
へ

の
信
仰
も
同
居
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
で
も
仏
や
神
に
お
参
り
を
す
る
か
ら
、

こ
の
こ
と
に
対
し
て
何
ら
違
和
感
を
感
じ

な
い
。
さ
ら
に
、
仏
塔
の
守
護
と
し
て
神

が
祀
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
⑴
、
中
国
や
日

本
の
「
伽
藍
神
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の

も
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
塔
・
寺
院
に
あ
る
仏

像
の
多
く
は
釈
迦
像
か
過
去
四
仏
（
東

方
は
カ
ク
タ
ンKakusanndha

〈
倶

留
孫
仏
〉、
南
方
は
コ
ー
ナ
ゴ
ォ
ン

Konagom
ana

〈
倶
那
含
牟
尼
仏
〉、
西

方
は
カ
タ
パKassapa

〈
迦
葉
仏
〉、
北

方
は
ゴ
ー
タ
マG

autam
a

〈
釈
迦
仏
〉）

で
あ
る
。
過
去
七
仏
は
日
本
で
も
耳
に
す

る
が
、
過
去
四
仏
と
い
う
の
は
あ
ま
り
聞

か
な
い
。
仏
像
は
坐
像
と
立
像
と
も
に
あ

り
、
坐
像
の
多
く
は
右
手
の
指
先
を
地
面

に
付
け
る
「
降
魔
印
」
で
あ
る
。
印
相
は

坐
像
・
立
像
と
も
に
一
〇
〇
種
類
以
上
も

の
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
印
相

に
は
意
味
が
あ
り
、
例
え
ば
、
説
法
印
は

安
全
を
、
施
無
畏
印
は
悪
い
こ
と
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
裾
を
持
つ
の
は
説
法

す
る
前
を
意
味
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
塔
・
寺
院
で
は
人
々

が
仏
に
対
し
花
と
蝋
燭
と
線
香
を
手
向
け

る
姿
を
目
に
す
る
が
、
花
は
美
し
く
な
る

た
め
、
蝋
燭
は
頭
が
良
く
な
る
た
め
、
線

香
は
有
名
に
な
る
た
め
と
い
う
意
味
付
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仏
塔
・
寺
院
に

は
鐘
が
あ
り
、
脇
に
置
か
れ
た
杵
の
よ
う

な
棒
で
三
回
叩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

鐘
を
撞
く
の
は
自
分
が
仏
塔
・
寺
院
に
参

調
査
報
告
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拝
し
た
と
い
う
善
行
を
知
ら
せ
る
こ
と
を

意
味
し
、
三
回
撞
く
の
は
一
回
目
は
天
の

神
に
、
二
回
目
は
人
々
に
、
三
回
目
は
地

獄
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

よ
う
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
仏
に
対
す
る
礼

拝
に
は
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合

が
多
い
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
男
性
は
就
学
前
に
必
ず

出
家
す
る
。
今
回
の
旅
行
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
出
家
す
る
子
供
は

昔
の
王
の
装
束
を
着
て
、
馬
に
乗
っ
て
入

寺
す
る
。
寺
で
得
度
を
済
ま
せ
る
と
、
一

週
間
か
ら
一
〇
日
程
度
僧
院
で
修
行
生
活

を
す
る
。
ま
た
、
就
学
後
も
学
校
で
は
仏

教
を
教
え
る
授
業
が
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
日

常
生
活
に
仏
教
思
想
が
浸
透
し
て
い
て
、

人
々
は
仏
教
を
生
活
の
規
範
と
し
、
老
若

男
女
問
わ
ず
多
く
の
人
々
が
仏
塔
・
寺
院

に
参
拝
す
る
。
そ
し
て
、
僧
侶
に
よ
る
説

法
に
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
は
仏
教
が
身
近
で
日
常
生
活
の
中

に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

２
．
バ
ガ
ン
の
仏
教

バ
ガ
ン
（Bagan

）
は
エ
ー
ヤ
ワ

デ
ィ
ー
川
（A

yeyarw
addy River

）

中
流
域
に
あ
り
、
古
く
か
ら
内
陸
交
易
の

拠
点
だ
っ
た
が
、
一
〇
四
四
年
に
ア
ノ
ー

ヤ
タ
ー
王
が
ビ
ル
マ
族
に
よ
る
史
上
最
初

の
統
一
王
朝
を
開
い
て
か
ら
は
政
治
・
経

済
の
中
心
と
な
っ
た
。

バ
ガ
ン
で
の
仏
塔
・
寺
院
の
建
設
は
、

ア
ノ
ー
ヤ
タ
ー
王
が
タ
ト
ゥ
ン
国
か
ら
連

れ
て
き
た
上
座
部
僧
シ
ン
・
ア
ラ
ハ
ン
に

帰
依
し
て
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
⑵
。
現

在
、
仏
塔
・
寺
院
は
三
〇
〇
〇
以
上
あ
り
、

ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
、
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ

ト
と
並
び
、
三
大
仏
教
遺
跡
と
さ
れ
る
。

バ
ガ
ン
王
朝
の
支
配
者
層
に
と
っ
て
仏
塔

や
寺
院
、
僧
院
の
建
立
は
重
要
な
信
仰
の

発
露
だ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
こ
ぞ
っ
て
仏

塔
や
寺
院
、
僧
院
を
作
り
、
土
地
や
僧
院

奴
隷
を
多
く
寄
進
し
た
。
こ
れ
ら
の
領
地

は
非
課
税
地
で
あ
っ
た
た
め
王
朝
財
政
を

圧
迫
し
、
僧
院
奴
隷
の
増
加
は
労
働
力
不

足
を
招
い
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ガ
ン
王
朝

は
弱
体
化
し
、
元
寇
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、
一
二
九
九
年
に
滅
亡
す
る
⑶
。

バ
ガ
ン
は
年
中
乾
燥
し
た
気
候
の
た
め
、

古
い
仏
塔
や
寺
院
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

現
在
バ
ガ
ン
に
あ
る
仏
塔
・
寺
院
は
十
一

世
紀
か
ら
十
三
世
紀
ま
で
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
も
の

は
な
い
ら
し
い
。
遺
跡
保
存
に
最
適
な
気

候
だ
が
、
こ
の
地
は
た
び
た
び
地
震
に
見

舞
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
仏
塔
・
寺
院
は
被

害
を
受
け
て
い
る
。

３
．
バ
ガ
ン
の
仏
塔
・
寺
院

今
回
、
私
が
バ
ガ
ン
で
訪
れ
た
仏
塔
・

寺
院
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

写真 1　シュエシーゴン・パヤーの王の礼拝場所写真 2　水溜りに映る仏塔の先端
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①
シ
ュ
エ
シ
ィ
ゴ
ン
・
パ
ヤ
ー

　
（Shw

ezigon　

Phaya

）

こ
の
パ
ヤ
ー
は
ア
ノ
ー
ヤ
タ
ー
王
が

一
〇
六
〇
年
に
着
手
し
、
子
の
チ
ャ
ン
ス

イ
ッ
タ
ー
王
の
と
き
に
完
成
し
た
。
塔
身

は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
金
色
で
、
見
る
者

を
圧
倒
す
る
。
パ
ヤ
ー
壁
面
に
は
多
く
の

ジ
ャ
ー
タ
カ
（
仏
伝
）
が
レ
リ
ー
フ
さ
れ
、

境
内
に
は
三
十
七
も
の
ナ
ッ
が
祀
ら
れ
て

い
る
⑷
。

こ
の
パ
ヤ
ー
に
は
特
別
な
場
所
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
小
さ
な
水
溜
り
【
写
真
１
、２
】

が
あ
り
、
参
拝
者
た
ち
は
そ
こ
で
足
を
止

め
、
そ
の
水
溜
り
を
見
入
っ
て
い
る
。
こ

こ
は
、
重
い
冠
の
せ
い
で
塔
の
先
端
ま
で

見
通
せ
な
い
王
が
水
溜
り
に
映
っ
た
塔
の

先
端
を
見
て
礼
拝
す
る
た
め
の
場
所
だ
そ

う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
水
溜
り
の
そ
ば
に
は
王
が

乗
る
白
馬
の
像
が
あ
る
。
人
々
は
自
分
の

悪
い
と
こ
ろ
と
同
じ
部
分
を
撫
で
る
と
悪

い
と
こ
ろ
が
治
る
と
信
じ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
日
本
で
も
よ
く
目
に
す
る
信
仰
の
光

景
で
あ
る
。

②
ア
ー
ナ
ン
ダ
・
パ
ヤ
ー

　
（A

nanda　

Phaya

）

チ
ャ
ン
セ
ッ
タ
ー
王
が
一
〇
九
一
年
に

建
立
し
た
バ
ガ
ン
で
最
高
の
建
築
芸
術
と

さ
れ
る
巨
大
な
パ
ヤ
ー
で
あ
る
。

参
拝
者
を
仏
塔
へ
と
導
く
渡
り
廊
下
の

梁
間
に
は
多
く
の
絵
が
描
か
れ
て
い
て
、

中
に
は
地
獄
を
想
起
さ
せ
る
絵
が
含
ま
れ

て
お
り
、
写
真
【
写
真
３
】
は
釜
茹
で
の

場
面
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
輪
廻
の

思
想
が
あ
り
、
来
世
に
は
三
十
一
も
の
段

階
が
あ
る
と
さ
れ
⑸
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
地

獄
の
思
想
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

パ
ヤ
ー
内
部
に
は
四
方
に
巨
大
な
仏
像

が
あ
る
が
、
特
に
南
北
の
仏
は
創
建
当

時
の
木
像
で
あ
る
。
南
の
仏
は
高
さ
九
・

五
米
の
立
像
で
、
近
く
か
ら
見
る
と
厳
し

い
表
情
だ
が
【
写
真
４
】、
遠
ざ
か
る
と

笑
み
を
た
た
え
た
穏
や
か
な
表
情
に
な
る

【
写
真
５
】。
こ
の
表
情
の
変
化
は
、
仏
像

の
近
く
で
拝
む
王
は
、
良
い
政
治
を
行
な

う
よ
う
戒
め
る
た
め
に
険
し
い
表
情
に
な

り
、
遠
く
か
ら
拝
む
民
衆
に
対
し
て
は
仏

が
慈
悲
を
も
っ
て
接
す
る
た
め
に
穏
や
か

な
表
情
に
な
る
と
い
う
。

写真 3　釜茹の地獄絵

写真 5 アーナンダ・パヤーの南仏（遠くから見たもの） 写真 4　アーナンダ・パヤーの南仏（近くから見たもの）



60

堂
内
に
は
仏
伝
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
り
、

北
廻
廊
に
は
釈
迦
降
誕
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
日
本
で
は
釈
迦
は

摩
耶
夫
人
の
右
腋
か
ら
生
ま
れ
た
と
す
る

が
、
こ
の
彫
刻
で
は
摩
耶
夫
人
の
右
腰
か

ら
生
ま
れ
て
い
る
点
は
大
変
興
味
深
い
。

③
タ
ラ
バ
―
門
（Tarabha G

ate

）

ピ
ン
ビ
ャ
ー
王
が
八
四
九
年
バ
ガ
ン
城

築
城
の
と
き
に
作
っ
た
十
二
の
門
の
う
ち

の
一
つ
と
さ
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
こ

の
門
だ
け
で
あ
る
⑹
。
門
の
左
右
に
は「
ミ

ン
」と「
マ
ハ
ギ
リ
」と
い
う
名
の「
ナ
ッ
」

（
精
霊
の
こ
と
）
が
街
の
守
護
と
し
て
祀

ら
れ
て
い
る
【
写
真
６
】。
日
本
の
寺
院

で
も
、
門
に
は
仁
王
が
い
て
寺
を
守
護
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
寺
外
か
ら
邪
悪
な
も

の
が
入
ら
な
い
よ
う
外
向
き
に
安
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
タ
ラ
バ
ー
門
の

ナ
ッ
は
内
側
に
向
い
て
お
り
、
こ
の
向
き

か
ら
も
街
を
守
護
す
る
と
い
う
意
味
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
ン
と
マ
ハ
ギ
リ
は
兄
妹
で
あ
る
。
彼

ら
が
在
世
中
、
王
が
怪
力
の
兄
に
王
位
を

奪
わ
れ
る
と
考
え
て
兄
を
殺
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
に
悲
し
ん
だ
妹
も
死
ん
で
し
ま
っ
た

が
、
バ
ガ
ン
の
人
々
は
こ
の
兄
妹
を
ナ
ッ

の
化
身
と
信
じ
、
街
の
守
護
と
し
た
。
話

柄
は
異
な
る
が
、
兄
妹
が
悲
劇
の
末
に
神

に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
発
想
は
日
本

に
も
あ
り
、
例
え
ば
愛
知
県
瀬
戸
市
郊
外

に
あ
る
「
妻
の
神
」
も
兄
妹
が
悲
劇
の
末

に
道
祖
神
と
な
る
と
い
う
話
で
あ
っ
て
、

兄
妹
の
悲
劇
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
と
日
本
に
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
興

味
深
い
。

④
ナ
ン
パ
ヤ
ー
（N

an-hpaya

）

ナ
ン
パ
ヤ
ー
は
、
一
〇
六
七
年
に
タ

ト
ォ
ン
国
王
マ
ヌ
ー
ハ
が
建
立
し
た
マ

ヌ
ー
ハ
・
パ
ヤ
ー
の
隣
に
あ
る
。
こ
の
パ

ヤ
ー
は
全
て
砂
岩
で
で
き
て
い
て
、
今
回

は
地
震
で
入
堂
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で

外
観
の
み
拝
見
し
た
が
、
精
緻
な
彫
刻
が

施
さ
れ
て
い
て
、
小
さ
い
が
立
派
な
寺
院

で
あ
る
。

ナ
ン
パ
ヤ
ー
の
近
く
に
写
真
の
よ
う

な
公
共
の
水
飲
み
場
が
あ
る
【
写
真
７
】。

こ
の
水
飲
み
場
は
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に

同
様
の
水
飲
み
場
が
あ
る
。
水
を
利
用
す

る
こ
と
は
人
間
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、

水
の
恩
恵
を
享
受
す
る
場
を
設
け
る
こ
と

は
、
人
々
の
た
め
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し

く
「
利
他
」
の
精
神
で
あ
る
。
私
は
、
利

他
は
大
乗
仏
教
だ
け
の
特
徴
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
上
座
部
仏
教
国
と
さ
れ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
利
他
の
発
露
を
見
、
利

他
は
通
仏
教
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
別
の
見
方
を
す
る

と
、
仏
教
に
利
他
の
思
想
が
通
底
し
て
い

る
か
ら
、
仏
教
は
広
く
ア
ジ
ア
に
受
容
さ

れ
、
今
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教

は
上
座
部
仏
教
で
あ
る
と
い
う
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
な
見
方
で
捉
え
る
こ
と
は
一
面
的

す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　写真 6　タラバー門。
　　　　　門の左右の小建物内にミンとマハギリがいる。

写真 7　公共の水飲み場
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⑤
ダ
マ
ヤ
ン
ヂ
ー
寺
院

　
（D

ham
m

ayangyi Tem
ple

）

一
一
七
〇
年
に
ナ
ラ
ト
ゥ
王
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
バ
ガ
ン
最
大
の
煉
瓦
に
よ
る

建
築
物
で
あ
る
が
、
地
震
に
よ
っ
て
た
び

た
び
被
害
を
受
け
て
い
て
、
一
九
七
五
年

の
地
震
で
門
の
天
井
が
崩
落
し
、
そ
こ

は
今
も
な
お
再
建
さ
れ
て
い
な
い
【
写

真
８
】。
今
回
の
地
震
で
も
被
害
が
あ
り
、

壊
れ
た
仏
塔
の
一
部
が
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
、

崩
落
し
た
煉
瓦
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
【
写
真
９
】。

ナ
ラ
ト
ゥ
は
王
位
継
承
の
た
め
父
の
王

と
兄
を
殺
し
、
第
五
代
王
と
し
て
即
位
し

た
が
、
彼
は
父
兄
殺
害
の
罪
滅
ぼ
し
の
た

め
、
こ
の
寺
院
の
建
立
を
志
す
。
殺
生
に

対
す
る
滅
罪
な
の
か
、
殺
父
に
対
す
る
滅

罪
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
滅
罪
の
た

め
に
寺
院
を
建
立
し
た
と
い
う
の
は
大
変

興
味
深
い
話
で
あ
る
。

⑥
ダ
マ
ヤ
ッ
ズ
カ
・
パ
ヤ
ー

　
（D

ham
m

ayazika Phaya

）

十
二
世
紀
に
ナ
ラ
パ
シ
テ
ィ
ツ
王
が

建
立
し
た
こ
の
仏
塔
は
、
五
角
形
で
あ

り
、
過
去
四
仏
と
弥
勒
仏
を
安
置
し
て
い

る
。
弥
勒
仏
は
未
来
の
釈
迦
（
ア
レ
ミ
リ

ア
・
シ
ャ
カ
〈
将
来
仏
〉）
と
し
て
北
東

の
方
角
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

私
は
こ
こ
で
、
三
枚
一
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ

ト
（
約
一
〇
〇
円
）
で
金
箔
を
購
入
し
、

少
し
高
い
位
置
に
安
置
さ
れ
て
い
る
釈
迦

像
に
貼
り
つ
け
た
。
数
段
の
階
段
を
昇
っ

て
金
箔
を
貼
る
の
だ
が
、
こ
の
壇
上
に
は

男
性
し
か
上
る
こ
と
が
で
き
ず
、
謂
わ
ば

女
人
禁
制
の
場
と
な
っ
て
い
る
【
写
真

10
】。
こ
の
他
に
も
ヤ
ン
ゴ
ン
の
シ
ュ
エ

ダ
ゴ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
も
女
人
禁
制
の
場
が

あ
る
が
⑺
、
人
々
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
、

禁
制
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
因

み
に
、
金
箔
は
仏
像
の
胸
に
貼
る
と
穏
や

か
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
頭
に
貼

る
と
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
、
腹
に
貼
る

と
病
気
が
治
る
と
さ
れ
る
。

⑦
ア
ッ
ペ
イ
エ
レ
ナ
（
ア
ペ
ヤ
ダ
ナ
）・

パ
ヤ
ー
（A

pe-yadana　

Phaya

）

こ
の
寺
院
は
比
較
的
小
さ
い
が
、
内
部

に
は
十
一
世
紀
の
壁
画
が
残
さ
れ
て
い
る
。

壁
画
に
描
か
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
多
面

多
臂
の
像
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
や
密
教
の
影
響
を
見
て
取
れ
る
。

そ
も
そ
も
バ
ガ
ン
王
朝
時
代
に
は
仏
教

 写真 8　ダマヤンジー寺院の門。
　　　　1975 年の地震以来、天井が修復されないまま。

写真 9　2016 年の地震で被害を受けたダマヤンジー寺院
　　　　（シートで覆われいる）

写真 10　金箔を貼るダマヤッズカ・パヤーの仏像
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（
大
乗
、
密
教
、
南
伝
）
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
た
め
⑻
、
こ
の
よ

う
な
像
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

な
お
、
こ
こ
も
地
震
で
建
物
の
一
部
分
が

崩
壊
し
て
い
た
【
写
真
11
】。

お
わ
り
に

本
調
査
報
告
で
は
バ
ガ
ン
に
あ
る
仏
塔

や
寺
院
等
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
紙
数
の

関
係
で
ダ
マ
ヤ
ッ
ズ
カ
・
パ
ヤ
ー
を
は
じ

め
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
い
ず
れ
も
特
徴
的

で
興
味
深
い
仏
塔
・
寺
院
で
あ
っ
た
。
私

が
今
回
参
拝
し
た
仏
塔
や
寺
院
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
文
化
を
代
表
す
る
場
所
で
あ
る
が
、

八
月
の
地
震
に
よ
る
爪
跡
は
深
く
、
今
後

の
修
復
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。【
写

真
12
・
13
】
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
は
直
線

距
離
で
四
○
○
○
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る

が
、
仏
教
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

日
本
と
の
共
通
点
を
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
遠
い
国
で
は
あ
る
が
、
仏
教
を
通

し
て
こ
れ
か
ら
よ
り
深
く
交
流
し
て
ゆ
く

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
調
査
報
告
で
は
バ
ゴ
ー
と
ヤ
ン
ゴ
ン

に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
ヤ
ン
ゴ
ン
の
シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
・
パ

ヤ
ー
で
は
平
安
時
代
の
日
本
に
あ
っ
た
供

養
と
同
様
の
供
養
が
現
在
も
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
詳
し
く
紹
介
す
べ
き
も

の
な
の
で
、
バ
ゴ
ー
と
ヤ
ン
ゴ
ン
に
つ
い

て
は
他
日
を
期
し
て
報
告
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

［
注
］

⑴
ダ
マ
ヤ
ッ
ズ
カ
・
パ
ヤ
ー
に
は
神
と
な
っ
た

家
来
た
ち
が
パ
ヤ
ー
を
守
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

⑵
こ
の
説
は
一
八
世
紀
前
半
の
ウ
ー
・
カ
ラ
ー

著
『
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ザ
ウ
ィ
ン
ヂ
ー
（
大
年
代

記
）』
以
来
の
年
代
記
か
ら
登
場
す
る
話
で

あ
り
、
そ
の
他
の
史
料
等
か
ら
ア
ノ
ー
ヤ

タ
ー
王
の
時
代
に
上
座
部
仏
教
一
辺
倒
に

な
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
い
う
説
も
あ
る

（
伊
東
利
勝
編
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
概
説
』（
め
こ

ん
、
二
〇
一
一
年
））。

⑶
バ
ガ
ン
王
朝
の
滅
亡
を
い
つ
に
す
る
か
は
諸

説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
根
本
敬
『
物
語　

ビ

ル
マ
の
歴
史　

王
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
）
の
記
述

に
従
う
。

⑷
『
仏
塔
と
遺
跡
の
町
、
バ
ガ
ン
』（A

sia　

H
ouse

、
二
〇
〇
四
年
）。

⑸
田
辺
寿
夫
『
ビ
ル
マ　
「
発
展
」
の
な
か
の

【写真 12】ディヤダッタジ寺院の地震による被害【写真 13】ダマヤズッカ・パヤーの地震による被害

写真 11　アペヤダナ・パヤーの地震による被害
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人
び
と
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

⑹
注
⑷
に
同
じ
。

⑺
シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
・
パ
ヤ
ー
に
は

「PRO
H

IBITED
 1.FO

REIG
N

ERS 
2.FEM

A
LE A

N
D

 3.M
A

LE O
F 

18YEA
RS A

RE STRIC
TLY 

PRO
H

IBITED
 TO

 G
ET TH

E U
PPER 

PLA
TFO

RM
 O

F SH
W

ED
A

G
O

N
 

PA
G

O
D

A
」
と
あ
り
、
女
性
だ
け
で
な
く

外
国
人
や
一
八
歳
以
下
の
男
性
も
パ
ヤ
ー
の

上
段
に
入
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑻
伊
東
利
勝
「
イ
ラ
ワ
ジ
川
の
世
界
」（
石
井

米
雄
・
桜
井
由
躬
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史
Ⅰ
大

陸
部
』〈
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
〉）。

［
参
考
文
献
］

生
野
善
應

　
『
ビ
ル
マ
佛
教
―
そ
の
実
態
と
修
行
―
』

（
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
）。

長
澤
和
俊

　
『
パ
ゴ
ダ
の
国
へ　
ビ
ル
マ
紀
行
』

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
五
年
）。

池
田
正
隆

　
『
ビ
ル
マ
仏
教　
そ
の
歴
史
と
儀
礼
・
信
仰
』

（
法
蔵
館
、
一
九
九
五
年
）。

田
辺
寿
夫

　
『
ビ
ル
マ　
「
発
展
」
の
な
か
の
人
び
と
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）。

石
井
米
雄
・
桜
井
由
躬
編

　
『
東
南
ア
ジ
ア
史
Ⅰ
大
陸
部
』

（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）。

伊
東
照
司

　
『
ビ
ル
マ
仏
教
遺
跡
』

（
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。

　
『
仏
塔
と
遺
跡
の
町
、
バ
ガ
ン
』

（A
sia　

H
ouse

、
二
〇
〇
四
年
）。

伊
東
利
勝
編

　
『
ミ
ャ
ン
マ
ー
概
説
』

（
め
こ
ん
、
二
〇
一
一
年
）。

根
本
敬

　
『
物
語　
ビ
ル
マ
の
歴
史

　
　
　
王
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
で
』

（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
四
年
）。


